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第 　 　 回 例 会 会報委員長　大島由美子
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直前会長　木村きぬゑ

亀井　　孝
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◆出席報告　　　　　出席委員長　衛藤　秀子

会 員 総 数
出 席 者
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理 事 会 承 認
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欠 席 数
出 席 率

・メイクアップ
　　事前　
　　事後　河村（別府北）
　　欠席　森、森園、大島、平野（英）、岐部
　　理事会承認　椛田
　　出席免除　溝部、鳴海

本

日

の

出

席

前
々
回
の
訂
正

名
名
名
名
名
名
％

24
16
0
1
2
5

72.73

－回
743 回

出 席 率
事後メイクアップ
理 事 会 承 認
出 席 免 除
修 正 出 席 率

連　続
通　算

66.67
1
1
0

79.17

100

％
名
名
名
％

％

3/27

◆点　　鐘　　12：30
◆体　　操　　自律神経強化体操
◆Ｒ　　Ｓ　　別府中央Ｒ.Ｃ.の歌
◆唱　　歌　　おぼろ月夜
◆Ｂ. Ｇ. Ｍ　　「日本フィルできく

美しい日本のうた」より
浜辺の歌
夕焼小焼
叱られて　　他

会長の時間	 会長　亀井　　孝

　4/8の日曜日、25周年を迎えた「鶴見岳一気登
山大会」が、天候に恵まれ、開催されました。境
川河川敷では桜が満開、ロープウェイ広場は３分
咲き位でしたが、晴天の中太陽の光を一杯浴びな
がらのウォーキングはとても健康的で楽しかった
です。当日のように雲ひとつない晴天に恵まれる
と、それだけで何かしら幸せな気分になります。
うつ病の症状には、季節や天候に影響を受けるこ
とがあるそうです。詳しくはわかりませんが、日
照量にも関係があるそうです。光の刺激が目から
脳に送られることで生産が促されるセトロニンと
いう神経伝達物質が脳の働きを活発にするそうで
すが、日照量の少ない冬期は生産が少なくなる為
脳の働きが低下するのだそうです。朝８時くらい
までの日の光を目にすることが、ホルモンバラン
スをリセットするのに重要な働きをするという話
しを読んだことがあります。春の晴天を見上げる
とすがすがしい気持ちになるのは、気分だけでは
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なく、そんな科学的な裏づけがあるのかもしれま
せん。青空を見上げることは誰にも遠慮はいりま
せん。この当たり前のようでありがたい環境を大
いに享受していきましょう。中央ロータリークラ
ブも、この素晴らしいイベントを支援していきた
いと思います。
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幹 事 報 告	 幹事　森園　伸也

―雑誌月間―
１．本日の卓話
　　「会員卓話」衛藤秀子会員
２．第10回定例理事・役員会報告
（平成24年４月３日（火）18：00～

於：春香苑　８名）
審議事項
１）2012学年度ロータリー米山奨学生世話クラ
ブの承認及びカウンセラー選任の件。※承
認　中尾　誠会員をカウンセラーに選任
＊ホッセイン・モハマッド・イムランさん
（男性／1983年５月17日生28歳／国籍・
バングラデシュ／立命館アジア太平洋大
学・アジア太平洋研究科　修士２年）

２）地区大会交通費支給の件。※承認
　　　・5,000円×参加者（７名）
　　　・15,000円×運転された方（２台）
３）2011-2012年度「皆勤・精勤お祝い」の件。
※承認
※記念品は本人の希望する品
　（昨年度は5,000円までクラブで負担）
・村津　忠久会員（Ｈ23年９月12日＝25年）
・木村きぬゑ会員（Ｈ23年10月８日＝15年）
・近藤　賢司会員（Ｈ23年３月２日＝15年）

４）４月・５月例会予定の確認
	 ４月３日	「花見例会」18：30～　於：春香苑
	 10日	「会員卓話」衛藤秀子会員
	 17日	「会員卓話」堀　由美会員
	 24日	「会員卓話」平野教康会員
	 ５月１日	「定款第６条第１節（Ｃ）に基づき

休会」
	 ８日	「会員卓話」森園伸也会員
	 15日	「会員卓話」椛田健治会員
	 22日	「会員卓話」前田哲矢会員
	 29日	「会員卓話」大島由美子会員
３．米山記念奨学会より中尾　誠会員へ2012学年
度米山奨学生カウンセラーとしての委嘱状が
届いています。本日ご披露し、お渡しいたし
ます。

４．４月８日（日）8：30集合にて別府扇山ゴル
フ倶楽部に於いて別府クラブホストにより、
「別府市近隣７ＲＣ親睦ゴルフ大会」が開催
されました。又、18：00～湯元旅館かなわ荘
に場所を移し、懇親会を開催致しました。

団体の部：優勝　別府北ＲＣ　準優勝　別府
ＲＣ　３位　別府中央ＲＣ

個人の部：当日賞　平野英壽会員、ニアピン
賞（ＩＮ）岐部光男会員

参加者：後藤隆、平野英壽、近藤賢司、岐部
光男、河村貴雄、森園伸也　各会員

５．お祝い
結婚記念日　後藤　隆会員（４月13日）

※ご自宅にお花が届きます。
６．例会変更のお知らせ

大分城西ＲＣ	 ４月18日（水）の例会は、創立22
周年記念例会の為　同日18：30～
大分オアシスホテルに時間変更

７．次週例会の予定（＊原稿をお願いいたします。）
「会員卓話」堀　由美会員

８．本日の配布
①ガバナー月信No.10号
②ロータリーの友４月号
③週報　No.1089,1090

スマイルボックス	 委員長　堀　　由美

○亀井会長
　べっぷ鶴見岳一気登山大会実行委員会会長 
梅野朋子様より、記念品代として金五千円をい
ただきましたのでスマイルとさせていただきま
す。

○村津会員
　先週金曜日、「海軍兵学校77期九州総会別府
大会」をホテル清風で開催、九州だけでなく関
東・関西・中四国からも戦友が集まってくれま
した。皆に喜んでいただけました。
　土曜日、「べっぷ鶴見岳一気登山25周年記念
の集い」をビーコンプラザフィルハーモニア
ホールで開催し、アトラクションのコーラス・
落語・講演、全て好演好評でした。
　同日夜、亀の井ホテルでの記念レセプション
も市長さんを始め117名の方々にお集まりいた
だき盛会でした。
　８日・日曜日の一気登山大会は快晴に恵まれ、
3500人超の参加者に楽しんでいただきました。
感謝・感謝・感謝でスマイル。

○大江会員
　衛藤会員の卓話、楽しみにしていました。頑
張って下さい。
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○後藤会員
　先日４月８日ゴルフコンペ後の懇親会のあ
と、近藤会員と共に鉄輪地区と原地区の経済活
性化に貢献してきました。楽しかった！

○近藤会員
　先日のゴルフ大会は天気にも恵まれ、楽しく
ゴルフができました。夜の親睦会の後、鉄輪の
夜の町にくり出したら、これが鉄輪だと言わ
んばかりの店で仮面をかぶせられ、ついつい
フィーバーしてしまいました。チョー楽しかった。

○平野（英）会員
　今日は衛藤さんの大事な卓話を聞けなくて大
変申し訳ありません。

○河村会員
　週報がだいぶ溜まってしまいました。お詫び
にスマイル。

○衛藤会員
　今日は私の卓話の日です。ドキドキしていま
す。30分はもたない思います。皆さん助けてく
ださいね。

○梶原会員
　近藤さん、土曜日はありがとうございました。
お時間のある時またお願いします。

○平野（教）会員
　一気登山、一族５人で元気良く登りました。
達成の喜びは格別でした。ただし、僕だけはロー
プウェー登山口で終わり。冷たい眼差しにスマ
イル。

○中尾会員
　ロータリーの花見に続き、先週末、友人達の
夜の花見を別府公園でしました。寒くて寒くて、
飲むしか温まる手段がなく、皆飲み過ぎました。

○堀会員
　本日は、欠席仲間の中尾会員、梶原会員が出
席してくれて『ホッ』としています。しかもス
マイルしてくれてありがとう。

○森園会員
　先般、ゴルフ大会があり皆様頑張って商品
（5000円）をいただきました。スコアはそれぞ
れに聞いてください。
　今度は優勝目指すぞ！スマイル。

○森会員
　昨日から福島に出張しています。例会欠席を
お詫びしてスマイルいたします。

卓　　話	 衛藤　秀子

　みなさん「こんにちは」。
　毎度のことながら、卓話の時間に何を話そうか
と悩みます。
　今日は別府の古い道、豊前街道のほんの一部分
と流川通りの歴史散歩をしてみたいと思います。
　そもそも豊前街道とは豊前門司（大里）から中
津、宇佐、山香を経て、別府（横灘）を通り、銭
瓶峠を経て庄内に至る道のことです。今日はこの
うちの別府駅前通りから流川通りまでを、途中の
史跡を見ながら進みます。先ず、駅前の伊予銀行
の角の信号を流川へ向かって渡り、５分位進みま
すと浄土真宗のお寺、西法寺が右手に見えて来ま
す。このお寺についてはみなさんにお配りしたプ
リントを読んで下さい。
　この辺りからが昔の別府の町の中心でした。明
治時代には馬車が通っていたそうです。お寺の前
には停車場があり北側には郵便局があったと伝え
られています。この西方寺を過ぎると、右手に別
府の庄屋堀家（のちの米屋旅館、現在はわかあゆ
スイミング）があり、それを過ぎると流川通りに
出ます。
　この四つ角は現在、日名子センチュリー、マル
ショク駐車場、西日本銀行などとなっていますが、
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当時は庄屋高倉家がありマルショク駐車場のあた
りは高札場でした。現在ここには伊能忠敬の測量
跡の碑が建っています。
　では、流川についてちょっとお話します。現在
の流川通りは大正の始め頃出来たものです。川は
暗きょになっています。それまでは、不老町の旧
村橋病院の方から流れて来て川幅も２ｍか３ｍ位
のもので、川は南側（マルショク側）を流れ、と
ころどころに木の橋を架けて渡っていたようで
す。周りには人家はほとんどなく畑でした。そし
て川は現在の菊家の横から右に入り、鳴海先生の
お宅の前を通って現在のゆめタウンのところに流
れ出てました。この川の一部が現在も鳴海先生の
お宅の前の白水館の庭で見ることが出来ます。
　では、川はこの位にして、現在の流川通りは先
に述べた様に、大正時代になって拡幅され真っ直
ぐになりました。旅館、商店が建ち並び、別府一
の繁華街となり、文人墨客をはじめ多くの旅行客
が訪れるようになりました。中でも浜脇の遊郭か
らの帰りの客が別れを惜しんで流川を渡った橋が
名残橋。この標柱が現在菊家の角に立っています。
この橋が有名になったのは、戦後、夫婦ぜんざい
の作者織田作之助の小説からです。この橋を渡っ
た先に若松屋と言う旅館がありました。ここに長

州山口出身の井上聞多（のちの井上馨外相）が政
敵に斬り付けられ、その傷を治す為にかくまわれ、
すぐ近くの楠温泉で傷を治したお話は有名です。
その時の部屋が現在中央公民館のそばに移築され
た「千辛万苦の場」の建物です。
　流川界隈のお話はまだまだ沢山ありますが、今
日はこの位で。本当に皆さん私のまち歩きに付き
合って下さってありがとうございました。どうぞ
皆さんもお住まいの周りの史跡探訪をなさってみ
ては如何ですか。
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西　法　寺

① 別府駅
② 駅前通商店街
③ 弥生町商店街
④ 銀座街商店街
⑤ 流川通商店街
⑥ 楠銀天街商店街
⑦ 中浜筋商店街
⑧ 西法寺
⑨ 庄屋堀家跡
⑩ 庄屋高倉家跡・伊能忠敬測量碑
⑪ 名残橋

①

②

③

④

⑤
⑪⑥

⑦

⑧⑨
⑩
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し
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　
流
川
の
呼
称
は
、
こ
の
道
に
つ
か
ず
離
れ
ず
の
形
で
流
れ

て
い
た
小
河
川
に
由
来
し
、
河
口
は
関
西
汽
船
の
発
着
し
た

旧
別
府
桟
橋
南
側
に
あ
っ
た
。
浴
客
の
出
入
り
で
川
に
は
幾

つ
か
の
橋
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
つ
が
名
残
橋
で
、

遊
郭
の
帰
り
に
名
残
を
惜
し
ん
だ
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

と
い
い
、
そ
の
石
柱
が
橋
の
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
流
れ
川

通
り
の
菊
家
の
角
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
川
は
現
在
暗あ

ん

渠き
ょ

と

な
っ
て
い
る
が
、
水
は
絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
よ
う
に
通
り
が
真
っ
す
ぐ
に
拡
幅
整
備
さ
れ
た
の

は
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
海
岸
ま
で

狭
い
道
が
続
い
て
い
た
。

　
西
法
寺
か
ら
流
川
通
り
に
出
た
交
差
点
の
南
東
の
角
に
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

の
別
府
測
量
記
念
の
標
柱
が
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
が

高
札
場
の
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
別
府
が
幕
府
の

天
領
で
あ
っ
た
時
代
、
別
府
村
の
庄
屋
が
、
幕
府
の
「
お
触

れ
」
を
村
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
木
板
に
記
し
て

高
く
掲
げ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
は
ま
た
伊
能
忠
敬
が
幕
府
の
命
に
よ
り
、
日
本
地
図

作
成
の
た
め
全
国
を
測
量
し
た
際
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、

別
府
測
量
の
基
点
と
し
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の

あ
た
り
は
、
当
時
の
別
府
村
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

 

（
安
部
和
也
）

伊能忠敬測量史蹟

名残橋


